


・モルタル中の急硬成分の働きにより施工直後から硬化を開始し、短時間で実用的強度を発現することで
緊急工事・寒冷地工事を可能にします。 
・硬化促進剤を併用することにより、はく落のない安定した厚吹付けが可能であるとともに、粉塵やはねかえ
りの発生が少ないクリーンな作業環境を実現します。 

テクノショットシステムの能力 

施工システム一例 

•フレッシュ性状 

•硬化モルタルの性状 

材  料 

テクノショットモルタル 

テクノショットAF

荷  姿 

25kg 紙袋 

25kg 容器 

密度(g/cm3) 

2.8～3.0 

1.27～1.34

外  観 

灰白色 

薄褐色  液 

　 

　 

施工性 
 

 

 

環境 

施工能力 

圧送距離 

リバウンド率 

天端吹付け性 

寒冷地工事 

緊急工事 

粉塵発生 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

少ない 

0.5～1.0m3/hr 

30～40m 

5～10％ 

5～10cm 

氷点下での施工可 

短時間施工可 

標準的な施工体制にて 

水平換算にて 

上向き施工時 

1回での施工可能吹付け厚さ 

-10℃で硬化確認 

3時間圧縮強度7N/mm2以上 

フロー（mm） 

170～220

施工量(m3/hr) 

0.5～1.0

テクノショットモルタル 

1,950

水 

260

単位量(kg/m3)
テクノショットAF 
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・ 特殊急硬モルタル吹き付け 
・ 粉じんの発生少ない 
・ 10cm程度まで厚付け可能 
・ 鉄筋背面への充填性確保 
・ コテ仕上げ可能 

硬化促進剤添加率：テクノショットモルタル×0.5～3.0％  
モルタル温度の高い場合はD500セッターを併用 

仕上げ 

※仕上工程は、硬化促進剤の調整で実施可能です。 

コテ仕上げ 

モルタルの練混ぜ モルタルの圧送 吹付け 

標準配合 

製品形態 

物性値 

工法の特徴 

前処理 

断面修復 

テクノショットAF添加機 

パン型ミキサ 

コンプレッサー 

ノズル 

スクイズポンプ 

テクノショットモルタル+水 

劣化部のはつり落とし 
鉄筋の錆び落とし 鉄筋防錆処理 

防錆ペーストの塗布 

プライマー処理 

プライマーの塗布 

①鉄筋背面の吹付け 
②仕上面から20mm程度までの吹き付け 
③仕上面までの吹付け 
　（硬化促進剤添加率は1％未満） 

施工手順 

「高品質」 
「工期短縮」 
「クリーン」 
「初期凍害の抑制」 

「テクノショット工法」は､急硬性セメントおよび細骨材をプレミックスした特殊モルタル（テクノショットモルタル）を練混ぜ、硬化促進剤（テクノショットAF）と併用し吹付ける工法です。 

•凍結融解抵抗性 
JIS A1148（A法）に準拠した試験にて300サイクルの耐久性確認 

圧縮強度(N/mm2) 

曲げ強度(N/mm2) 

付着強度(N/mm2) 

圧縮強度(N/mm2) 

曲げ強度(N/mm2) 

付着強度(N/mm2)

強  度 
3時間 

8.1 

2.2 

－ 

7.0 

1.8 

－ 

　 

　 

20℃ 

　 

　 

5℃ 

　 

材　　齢 

1日 

16.5 

3.5 

－ 

11.3 

2.7 

－ 

7日 

35.3 

6.2 

1.7 

25.1 

4.5 

1.2

28日 

51.7 

7.8 

2.0 

45.3 

6.7 

1.5

＊供試体は5℃、20℃にて養生 
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緊急工事・寒冷地工事補修用急硬モルタル吹付け工法 

テクノショット工法 本社 
東京都中央区日本橋室町2-1-1（日本橋三井タワー8F）　〒103-8338 
電話03-5290-5363 
 
大阪支店 
大阪市北区梅田1-12-39（新阪急ビル）　〒530-0001 
電話06-6342-7616  
名古屋支店 
名古屋市中村区名駅4-6-23（第三堀内ビル）　〒450-0002 
電話052-571-4535  
福岡支店 
福岡市博多区冷泉町5-35（福岡　園第一生命ビル）　〒812-0039 
電話092-263-0841  
新潟支店 
新潟市東大通1-3-10（三井生命ビル）　〒950-0087 
電話025-243-4121  
北陸支店 
富山市桜橋通2-25（富山第一生命ビル）　〒930-0004 
電話076-433-1441  
札幌支店 
札幌市中央区南2条西2-18-1（札幌南二条ビル）　〒060-0062 
電話011-281-2301  
東北支店 
仙台市青葉区本町1-10-3（仙台新和ビル）　〒980-0014 
電話022-223-9191  
長野営業所 
長野市緑町1605-14（長野ダイヤモンドビル）　〒380-0813 
電話0262-26-4281  
群馬営業所 
高崎市小八木町306-4　〒370-0071 
電話027-364-1751  
静岡営業所 
静岡市葵区栄町三番地（あいおい損保・静岡第一ビル）　〒420-0859 
電話054-254-4680  
広島営業所 
広島市中区三川町2-10（愛媛ビル広島）　〒730-0029 
電話082-249-7369  
四国営業所 
香川県高松市天神前10-12（香川天神前ビル）　〒760-0018 
電話087-833-6511  
秋田営業所 
秋田市大町1-3-8（三井生命秋田ビル）　〒010-0921 
電話018-823-9111  
特混町田研究センター 
東京都町田市旭町3-5-1　〒194-8560 
電話042-721-3661  
無機材料研究センター 
新潟県糸魚川市大字青海2209　〒949-0393 
電話025-562-6312

東京都中央区日本橋室町2-1-1（日本橋三井タワー8F）　〒103-8338 
電話03-5290-5359  
大阪府大阪市北区梅田1-12-39（新阪急ビル）　〒530-0001 
電話06-6342-7760

データ等記載内容についてのご注意 

■本書記載のデータ等記載内容は、代表的な実験値や調査に基
づくもので、その記載内容についていかなる保証をなすものでは
ありません。 

■本書記載の当社製品およびこれらを使用した製品を廃棄する場
合は、法令に従って廃棄してください。 

■ご使用になる前に、詳しい使用方法や注意事項等を技術資料・
製品安全データシートで確認してください。これらの資料は、当社
の担当部門にご用意してありますので、お申しつけください。 

■本書の記載内容は、新しい知見により断りなく変更する場合が
ありますので、ご了承ください。 

材料取り扱い上の注意 

●目に入れないこと。入った場合は、直ちによく洗浄し、
専門医の診断を受けること。 

●皮膚に付けないこと。 

●鼻や口に入れないこと。 

●保護メガネ、防塵マスク、ゴム手袋を着用のこと。 

●子供に触れさせないこと。 

警  告 

○吹付けにより所定の硬化物性を発揮できるよう調整されている
ため、他の施工には使用しないでください。 

○他の混和材／混和剤／砂／セメント等を添加しますと、所定の
性能が得られないおそれがあります。 

○安全上の注意事項は「テクノショットモルタル、テクノショットAF」
「ショットポリマー」のMSDSを必ずご参照ください。 

施工上の注意 
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